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	IPAC2022 ： 国際会議参加のご報告
	2022年6月24日（横浜/日本）
	スカンジノバ・システムズ株式会社は、6月12日(日)から17日(金)にタイのバンコクで開催されました、第13回国際粒子加速器会議（13th International Particle Accelerator Conference 2022; IPAC2022）に参加しましたので報告致します。
	今回の国際会議は、新型コロナウイルスの影響により、当社に取りまして2年半ぶりの参加となりました。事務局の発表では、例年より2割程度減っていましたが、37カ国から796名の参加がありました。また、企業も70社を数え、コロナ禍の前を思わせる盛況ぶりに始まりました。多くの参加者が2-3年ぶりの対面形式での学会に懐かしさを覚えたことでしょう。
	そして、食事時以外はマスクの着用が義務付けられ、会場は大型ファンで空気の循環が図られるなど、新型コロナウイルスの対策面でもしっかりとした対応がされていました。
	タイでは科学技術の振興に力を入れており、タイの王女様も初日のセレモニーでご挨拶をされました。近い将来に次世代加速器計画もあり、将来的にはタイの加速器技術も注目の一つとなりそうです。
	スカンジノバ・システムズは、スポンサーとしてIPAC2022を支え、企業展示に参加しました。2年半ものブランクもあり、多くのお問い合わせや、新規引き合いを頂きました。スカンジノバの製品が加速器を使用されます皆様とともに、win-winの関係を築き、最新技術で、使いやすい、故障の無い製品をお届けできるよう今後も取り組んで参ります。
	来年のIPAC2023はイタリアのベニスで開催される予定です。皆様とお会いできることを心より楽しみにしております。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

